
所管部署

（連絡先）
令和5年6月実施

この定期モニタリングでは、以下の表の評価項目・視点により確認を行いました。

⑴
市民ニーズの把握・

対応状況

⑵ 経済性

⑶ サービス水準

⑷ リスクマネジメント

令和4年度　 定期モニタリング評価表（年間）

施設名 枚方市総合福祉センター
長寿・介護保険課

（072-841-1461)

評価項目 評価の視点

募集要項・仕様書記載事項等に関する事項 指定管理者によるサービス水準が適切なものとなっているかについて確認します。

改善指示等への対応状況
緊急事態発生時や機器・設備故障時等における対応状況や、対応体制・対

応方法について確認します。

２　業務の継続性・安定性 指定管理者の財務状況が継続的、安定的にサービスを提供できる状態にあるかについて確認します。

１　業務の履行状況 事業・業務等が適正に実施されているか否かについて、実施状況・実施体制を確認します。

選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）に関する事項
アンケート調査等の実施により、市民（利用者）のニーズを把握し、その結果を

踏まえて改善を行います。

施設の管理運営に関する経費の収支状況（使用料の収入実績を含む）
料金収入や委託料等の収支状況について、当初の収支計画と乖離がないか、

適正な内容となっているかについて確認します。

指定管理者

名　称
株式会社ビケンテクノ

(JVの場合はグループ名)

所在地(JVの場合は代表団

体の所在地)
大阪府吹田市南金田２丁目12番１号

施設の概要等

所在地
老人福祉センター：枚方市津田東町２丁目26番１号

老人作業所：枚方市中宮山戸町12番15号

主な業務内容

総合マネジメント業務

施設の管理業務（①建築設備等保守管理業務、②設備運転監視業務、③

保安警備業務、④衛生管理業務、⑤清掃業務）

施設の運営業務（①管理サービス業務、②貸室管理運営業務、③送迎バス

及び福祉バス運行の管理業務、④老人福祉センター事業実施業務、⑤老人

作業所事業実施業務、⑥その他必要な管理運営業務）

設置目的 高齢者の健康及び福祉の増進に寄与するため

指定管理期間
令和２年４月１日から令和７年３月31日

（2020年４月１日から2025年３月31日）

公表用
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▍１　業務の履行状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑴　選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）に関する事項
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評価 評価 評価理由

3 3

3 3

3 3

評価ポイント
指定管理者による一次評価 所管部署による二次評価

評価理由

【施設の経営方針に関する事項】

①施設の現状に対する考え方及び将来展望

評価ポイントごとの評価基準

計画以上に独自の新たなサービスを提供し、特に良好な管理運営を行っている。

計画以上の良好な管理運営を行っている。

計画どおりの適正な管理運営を行っている。

一部計画とおりにできていない、又は改善が必要であるが、概ね適切な管理運営を行っている。

全く計画どおりにできていない、又は一部不適切な管理運営が行われている。

施設の設置目的等を踏まえた現状認識及び今後の方向性が明確に提案されている（確認事項6）

・高齢者が健康で社会と関わり続けることは、地域力の向上に繋がると考えております。
誰もが生涯にわたり、学び続けることのできる

生涯学習社会の実現に向けて、取り組みの

一環として多彩な趣味の講座開催を行い、

また運動不足解消の自主事業にも取り組ん

だ。

ライフスタイルの変化、少子高齢化や人口減少が

進む中、最新技術を活用する社会へ移行していく

現状を認識し、誰もが生涯にわたり学び続けること

のできる生涯学習社会の実現へ向けての取り組み

を通じて、高齢者の社会参加および地域力の向

上に貢献していくという方向性を確認できた。

・時代が加速的に変化していく中で、社会と関わり続けるということは、その加速に合わ

せて自身も学び続ける必要があります。

・生涯学習社会の実現へ向けた取り組みで、高齢者の社会参加および地域力の向上

を目指したいと考えております。
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3 3

自主文化発表会にて、施設体験を促進、旧売店

スペースを活用したパン販売の実施を確認した。ま

た、世代間交流の一環として、小学生と両親、祖

父母が参加できる市民講座の実施を確認した。

3 3

市の条例規則に基づいた施設運営への取組や労

働基準法等の関係法令遵守を図っていることを確

認できた。

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

②施設運営に関する計画

施設の利用の向上に関する計画が具体的に提案されている（確認事項８）

・施設の利用の向上のために、「施設体験会」「世代間交流」「老人福祉センター旧売

店スペースの活用」「平等利用の確保」を計画・提案しております。

自主文化発表会、親子参加型の講座、売

店スペースでのパン販売等を計画、提案し、

実施している。

関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った運営計画が提案されている（確認事項9）

・指定管理施設の管理に関する法令や業務に従事する者の労働に関する権利を保

障するための法令を遵守し、管理スタッフに対して教育し、その徹底を図ります。

施設管理に関する法令について改正等を含

め随時研修を行っている。従業員が就業規

則を閲覧できるよう事務所に配置したり、各

種ハラスメントに関する研修と相談窓口の設

置を行っている。

利用者が安全に利用できるよう施設内で発生するトラブルへの対応方法等について提案されている（確認事項11）

・現場での苦情・トラブルについては、発生後は貴市と連携を取りながら速やかに処置い

たします。 日次・月次にて報告・連絡・相談を行い問

題解決を行っている。発生したトラブルは朝

礼及び回覧文書にて周知徹底を行ってい

る。

事故や、トラブルが発生した場合には、速やかに市

へ報告、相談を行い、問題解決に努めている。必

要に応じて事故報告書の提出もされており、朝礼

などでセンター職員への情報共有がなされている。

・利用者同士のトラブルについては、公平・公正な立場で対処します。

・発生したトラブルについては、施設スタッフ間で共有し、再発防止に努めます。

利用者に対する接遇対応向上について具体的に提案されている（確認事項10）

・職員に対して、研修等の機会を確保し、知識や技能の向上に努めます。
利用者に対する接遇対応向上について計画

的な職員への教育の実施を行い各種対応

能力の向上が出来ている。

接遇・マナー、クレーム・トラブル対応等の実技教

育・ロールプレイング研修等の実施状況を確認。

また、個人情報保護として、情報セキュリティー対

策への取り組みも確認した。・接遇・マナー、クレーム・トラブル対応等の実技教育・ロールプレイング研修を実施し

て、職員の各種対応能力の向上を図ります。
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3 3

3 3

3 3

利用者のニーズを把握するために、アンケートを実

施し、施設運営への反映や、アンケート回答者へ

のフィードバックなども適切に行われている。

4 4

仕様書に記載の開催回数以上を計画し、定期開

催の自主事業は、年間予定にて概ね良好に開催

されており、その他に世代間交流の市民講座や、

利用者からの要望のあった健康講座の実施も確

認した。

3 3

組織機能図の組織体制の確保、市条例、規則

について順守することで、適切な管理運営に努め

ていることを確認した。

3 3

施設維持管理計画、点検日報、設備点検年間

スケジュールにて、計画、実施されていることを確認

した。

セルフモニタリング及び利用者等に対するアンケートの実施について提案されている（確認事項13）

・利用者へのアンケートを定期的に実施するとともに、未来館者への動機付けのための

アンケートについてもインターネット等を利用して実施いたします。

1ケ月間を費やし配布・回収・集計・フィード

バックを行い、改善要求に対応している。

施設の設置目的に合致した高齢者対象の自主事業について、これまで提供されてきたサービスと同等のものが提案されている（確認事項14）

・自主事業については、定期開催事業の継続開催・利用率の低い部屋の活用・弊社

のおすすめ事業を計画しております。

仕様書に記載されている計画を遵守し、且

つ新たなテーマにも取り組めている。

利用者等の安全・秩序維持のための適切な対応方法について提案されている（確認事項12）

・平等利用を確保することで、利用者の秩序維持に努めます。
窓口への苦情に耳を貸し平等利用の徹底を

図る。バリアフリーチェックリストにて評価改善

が出来ている。

利用者からの意見も聞き、平等利用の確保に努

めていることを確認した。

バリアフリーチェックリストを用いて、日常的に施設

内のチェックを行い、必要に応じて改善を行ってい

る。
・支援が必要な利用者に対する利用援助を行います。また、バリアフリーチェックリストを

活用して施設内をチェック・評価し、改善します。

・施設の「維持管理計画」を、日常点検・定期点検・日常清掃・定期清掃という区分

で定め、実施回数を定めております。

維持管理計画を区分で定め、遵守出来て

いる。

【施設の管理に関する事項】

関係法令及び本市条例・規則を遵守し、施設の設置目的に沿った管理計画が提案されている（確認事項15）

・枚方市総合福祉センター条例および施行規則を始めとした貴市条例・規則を順守

し、組織体制については系統図の通りとし、適切な管理計画を立案・運営を行います。

組織体制について系統図通りとし、管理計

画を立案・運営出来ている。

建築設備全般に係る点検・保守を適切に実施し、機能保全・利用者への安全、快適な環境が提案されている（確認事項16）
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3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

市環境政策課実施のライトダウンキャンペーンへ参

加することで、センター敷地内の節電と、利用者へ

の節電協力の呼びかけ、資源回収等のリサイクル

にも取組んでいる。

基本仕様書の規定に従い、総括責任者や資格を必要とする各業務に有資格者を配置するなど適正な人員配置が提案されている（確認事項17）

・施設スタッフは、総括責任者１名、総合マネジメント業務３名、管理・運営・警備ス

タッフ４名、健康相談・指導スタッフ２名、老人作業所事業実施スタッフ２名を雇用し

ます。

基本仕様書の規定通りに適正な人員配置

が出来ている。設備運転管理スタッフ、清

掃・衛生管理スタッフは再委託としている。

事業計画に沿った人員配置がなれており、適切に

運営されていることを確認した。

・設備運転管理スタッフ、清掃・衛生管理スタッフについては再委託とします。

備品管理に当たり、管理簿の整備及び責任所在について提案されている（確認事項19）

・備品は、業務引継時に備品台帳による在庫の確認を行います。 備品一覧表にて確認、管理している。
設備・器具・備品等について、適切な点検・管理

に努めているが、業務引継ぎ時に確認した備品の

数や場所が異なっていることがあり、備品台帳の整

理を行った。

・指定管理者で購入したものは、別途台帳を作成するなどして、貴市備品との区別を

行います。
センター作成の台帳にて管理している。

・鍵についても鍵管理台帳を作成し、業務引継時に貴市と双方で確認いたします。 鍵管理はマニュアル作成し確認済み。

施設内で生じた廃棄物の適切な一時保管、搬出・処理の提案がされている（確認事項18）

・資源の有効活用やリサイクルの推進による廃棄物の排出抑制を行います。 古紙は自治体の回収に提供し、牛乳パック・

アルミカンは回収BOXを設置している。産業

廃棄物は専門業者にて委託し適切な処理

を行っている。

施設及び敷地内で発生した廃棄物について、適

正に処理されている。

・施設内の廃棄物は、分別・廃棄場所の整理整頓・回収後の掃除等を実施し、視覚

的にも清潔感を保つことで廃棄物の抑制に訴えます。

環境に配慮した管理運営を目指し、ごみの削減、省エネルギー等具体的に提案されている（確認事項20）

・弊社はISO14001およびISO50001の認証を取得しており、環境負荷の低減・省エ

ネルギー化に取り組んでいます。本施設では、「電気・ガス・水道等のエネルギー使用量

の節減」「資源の有効活用やリサイクルの推進による廃棄物の排出抑制」「廃棄物の

適正処理とグリーン購入の推進」「環境保全啓発の実施」を実践してまいります。

ライトダウンキャンペーンの参加及びチラシを

作成し利用者への呼びかけを行う。資源回

収BOXの設置、古紙回収の取組実施。
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3 3 適切に対応、設置されているものと評価する。

3 3 障害者の法定雇用率については達成できている。

3 3

人権研修、コンプライアンス研修、個人情報保

護、情報管理研修が実施されており、全職員の

受講及び研修資料も確認した。

3 3

「セクシャル・ハラスメント防止規程および実施要

領」を定め、周知啓発に努めていることを確認し

た。

「トラブル対応Ｑ＆Ａ」の設置及び随時更新して

いることも確認した。

障害者法定雇用率が達成されている（申請段階で未達成の場合は、本施設における雇用をはじめ、雇用率が達成できるよう提案されている）（確認事項22）

・弊社の障害者雇用率は2.3％と法定雇用率を達成しており、「大阪府障害者サポー

トカンパニー優良企業」として登録されています。

障害者雇用率は2.3％と法定雇用率を達

成している。

業務に従事するものが、人権について正しい認識を持って業務を遂行できるよう、人権研修について、提案されている（確認事項23）

・業務従事者に対しての人権研修として、年１回「人権研修」「個人情報保護（Ｐ

マーク）情報管理研修」「コンプライアンス・関連法規研修」を配置前及び配置後は年

1 回実施いたします。

人権研修を年1回実施している。

公正採用への対応として、大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱、又は大阪労働局公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき、「公正採用選考人権啓発推進員」を設置している（確認

事項21）

・弊社は大阪府にて、公正採用選考人権啓発推進員を選任しており、吹田企業人

権協議会にも入会しております。

大阪府にて、公正採用選考人権啓発推進

員を選任し、吹田企業人権協議会にも入

会している。

男女雇用機会均等法に基づくセクシュアル・ハラスメント防止対策について提案されている（確認事項24）

・セクシュアル・ハラスメント防止対策として、「セクシャルハラスメント防止規程および実

施要領」を規程しております。また、類似施設の「トラブル対応Ｑ＆Ａ」やポスター等を

活用することで、スタッフの問題意識を高めてまいります。

セクシュアル・ハラスメント防止対策として、「セ

クシャルハラスメント防止規程および実施要

領」を定め対応している。
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3 3

3 3

3 3

適正に実施できている。

従業員に対してもマニュアルを配布し、個人情報の

取り扱いについて周知及び研修を行っている。

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3 リスク分担及び、責任分担の認識を確認した。

・「枚方市情報公開条例及び施行規則」等に基づき、指定管理施設の管理業務内

で所有した情報の公開については、貴市と相談のうえ、貴市および開示請求者へ報告

いたします。

保有している個人情報の管理ルールを定め

公開要求に対しては貴市と相談を行う。
枚方市情報公開条例及び施行規則等に基づ

き、公文書の適切な作成及び保存を行っている。・法令あるいは条例によって、不開示とされた場合は不開示情報として、個人情報に関

するものや公開することで法人や個人の競争上の地位、財産権、その他正当な利益を

害する恐れがある情報等に関しては、非公開として対応します。

個人情報や法人、個人の競争上の地位、

財産権その他正当な利益を害する恐れがあ

る情報等に関しては非公開とする。

【情報公開及び個人情報保護の措置に関する事項】

枚方市情報公開条例の目的等を踏まえ、管理運営事業で保有する情報の公開に関する対応が明確に示されている（確認事項25）

・弊社では、「災害対策マニュアル」と「地震対策マニュアル」を整備しております。 危機管理マニュアルを整備している。
緊急時マニュアル、防犯マニュアルに加え、災害対

策、地震対策についてを一体とした危機管理マ

ニュアルが整備されていることを確認した。

随時改訂も行われている。

・緊急時に、一次対応が現地スタッフで出来るように、「緊急時マニュアル」を整備しま

す。
緊急時マニュアルを整備している。

・防犯については、施設内でのスタッフによるお声掛け等で、不審者が侵入しづらい雰囲

気の醸成に努めてまいります。また、警備計画に基づき「防犯マニュアル」を作成します。
防犯マニュアルを整備している。

枚方市個人情報保護条例の目的等を踏まえ、個人情報の保護に関する必要な措置について明確に示されている（確認事項26）

・弊社はプライバシーマークを取得しており、「個人情報取り扱いマニュアル」をもとに個人

情報保護に関する教育を実施します。また、個人情報保護体制を本施設内にも構築

し、個人情報保護方針を周知徹底いたします。

「個人情報取り扱いマニュアル」にて教育を実

施します。また、個人情報保護体制を構築

し、方針を周知徹底を図る。

【緊急時における対策に関する事項】

緊急時・防犯・防災対策の危機管理マニュアル作成等が提案されている（確認事項27）

構成員間（本支社間含む）、市との間におけるリスク分担に対する考え方が明確に示され、かつ考え方に対応した分担内容となっている（確認事項29）

・枚方市総合福祉センター管理運営業務基本仕様書の13頁にある市と指定管理者

のリスク負担区分一覧に従います。また、責任分担が不明確な案件については貴市と

協議いたします。

枚方市総合福祉センター管理運営業務基

本仕様書の13頁にある市と指定管理者のリ

スク負担区分一覧に従っている。

緊急事態発生時又は発生が予測される場合における常時連絡可能な体制・方策が提案されている（確認事項28）

・弊社本社には警備本部を設置しており、２４時間３６５日連絡受付できる体制が

あり、速やかに総括責任者に連絡が可能です。

警備本部を設置しており、２４時間３６５

日連絡受付できる体制がある。
危機管理マニュアルにて緊急時等における体制、

方策を確認した。

福祉避難所の開設、運営を想定して、引き続き

市と共同での訓練なども行っていくことを確認した。・貴市から、緊急時・災害時に福祉避難所の開設が指示された場合には、避難所等

の開設・運営などに協力いたします。

緊急時・災害時に福祉避難所の開設が指

示された場合には、避難所等の開設・運営

などに協力する。
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3 3

利用者の声を常時把握、市と協議の上、必要な

改善を行うことで、施設利用の促進を図っているこ

とを確認した。

施設の設備や、掲示物にユニバーサルデザインを

取り入れることで、利用者の利便性の向上に取り

組んでいることを確認した。

無料のWi-Fiの設置位置を変更するなど、利用者

の利便性を高めている。

3 3

施設情報や、サークル情報、団体の参加募集など

の情報を、ホームページ、Twitterなどでの情報発

信、センターだよりの発行などを行っていることを確

認した。

指定管理者による一次評価　平均点 3.0 3.0

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

A

【その他】

利用者サービスを維持・向上させる具体的な取組みについて提案されている（確認事項30）

評価項目ごとの評価基準（１⑴）

事業計画における提案以上に、特に良好な管理運営を行っている 二次評価の平均点が４点以上

事業計画に則した適切な管理運営を行っている 二次評価の平均点が３点以上４点未満

事業計画の履行において一部努力が必要だが、概ね適切な管理運営を行っている 二次評価の平均点が２点以上３点未満

・利用者サービスを維持・向上させるために、「意見の取り入れ」「接遇マナーの品質向

上」「ユニバーサルデザインを取り入れた印刷物や掲示物等」「無料Wi-Fi設置」への取

組みを提案いたします。

具体的には意見箱の設置、接遇マナーの教

育、ユニーバーサルデザインの取り入れ、無料

Wi-Fi設置などを提案、実施。

施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画が提案されている（確認事項31）

・施設の利用促進に繋がる広報活動等について具体的な実施計画として、「ホーム

ページ」「ＳＮＳ」「紙媒体」「サークル紹介」「利用者層を広げる企画」を提案しており

ます。

具体的には「ホームページ」「ＳＮＳ」「紙媒

体」「サークル紹介」「利用者層を広げる企

画」を提案している。

所管部署による二次評価　平均点

事業計画の履行において、抜本的な管理運営の改善が必要 二次評価の平均点が２点未満

評価項目１　業務の履行状況　⑴　選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）

に関する事項の評価（所管部署）
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⑵　施設の管理運営に関する経費の収支状況（使用料の収入実績を含む）

○

△

×

評価 評価 評価理由

○ ○

予算執行状況にて、収入額の大幅な乖離は見

られず。また、安定した収入の見込みも確認し

た。

○ ○

予算執行状況にて、印刷製本費、手数料の支

出が多くなっているが、印刷製本費については利

用案内のパンフレットの追加印刷が今年度に発

生したこと、手数料については銀行振込等の回

数が増えたことによるものと確認した。

物価上昇による光熱水費、燃料費の増加があ

り、支出が膨らんだことについてはやむを得ないも

のとなる。

所管部署による二次評価

評価理由

・収支予算書と比較して収入額が大幅に乖離している場合、その理由は何か、また、今

後安定した収入を得られる見込みがあるか。
大幅な乖離なく、安定した見込みもある。

評価ポイントごとの評価基準

適正（適切）である

一部改善は必要であるが、概ね適正（適切）である

・収支予算書と比較して、想定外に多く支出している費目がある場合、その理由は何

か、また、今後、予定外の支出が発生するおそれはないか。

想定外に多く支出している費目は無いが、物

価上昇による光熱水費の値上げ分の支出

増加した。

不適正（不適切）である

評価ポイント
指定管理者による一次評価
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○ ○
運用資金の借り入れは行っていないとの説明が

あった。

△ △

グラウンドゴルフ個人利用台帳やはがき、切手

台帳より適正な管理状況を確認した。

券売機売上集計表より台帳と伝票金額の整

合性を確認した。

総合福祉センターで使用している還付金や使

用料などの入出金がある通帳のみ確認を行っ

た。令和５年度より、指定管理料の入出金を

行う口座を開設していることを確認済み。

C

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

・運用資金の借り入れを行っている場合、その理由は適当か。 運用資金の借り入れ無し。

・口座管理、つり銭等の現金管理は適正に行われているか。
指定管理料の入出金を行う専用口座が開

設できていなかった。

一部改善は必要であるが、概ね適正（適切）である △が20％未満

改善を要する点が多数ある、又は不適正（不適切）な点があり、直ちに改善を求める △が20％以上又は×が１個以上

評価項目1　業務の履行状況　⑵　施設の管理運営に関する経費の収支状況の評価（所管部署）

評価項目１⑵の評価基準

全ての項目が適正（適切）であり、かつ、特に優れた点が見られる 全ての項目が○、かつ、特に優れた点が見られる

全ての項目が適正（適切）である 全ての項目が○
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⑶　募集要項・仕様書記載事項等に関する事項

○

△

×

評価 評価 評価理由

○ ○ 再委託先一覧表にて順守を確認した。

△ △

総合福祉センターで使用している還付金や使

用料などの入出金がある通帳のみ確認を行っ

た。令和５年度より、指定管理料の入出金を

行う口座を開設していることを確認済み。

○ ○

個人情報保護研修及び個人情報保護方針の

周知徹底など、必要な措置を講じていると確認

した。

○ ○ 遵守されていることを確認した。

○ ○
意見、要望等の記録簿にて、適切に対応され

ていることを確認した。

○ ○
文書管理規程の資料より、文書の適正な管

理、保存に努めていることを確認した。

所管部署による二次評価

評価理由

評価ポイントごとの評価基準

適正（適切）に実施している。

・募集要項１ページに記載している再委託禁止に関する事項を順守し、市の承認手続

きが適切に行われているか。
適切に順守出来ている

・指定管理業務に伴い発生する経費及び収入を、指定管理者が他の事業等で利用

する口座とは別の口座で管理しているか。

還付金や使用料などの入出金がある通帳

のあるが、指定管理料の入出金を行う専

用口座が開設できていなかった。

・個人情報保護法等の関係法令に基づき個人情報保護に関し必要な措置を講じてい

るか。
方針の策定を行い、遵守出来ている

一部改善は必要であるが、概ね適正（適切）に実施している。

実施していない、又は不適切な点がある

評価ポイント
指定管理者による一次評価

・労働基準法等の労働関係法令を遵守しているか。 遵守出来ている

・職務の執行に対する意見、要望等の記録等に関する条例に基づき記録等の対応を

行っているか。
適切に対応出来ている

・指定管理者が業務に伴って作成し、又は受領した文書等に関し、文書管理に関する

規定等を定め、適正に管理・保存しているか。

規定を定め、適切に管理・保存出来てい

る。
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○ ○

グリーン購入リスト、施設内でのごみのリサイクル

推奨、地域の古紙回収への協力、蛍光灯など

の廃棄物については業者により適切な処分を

行っているとの説明を受けた。

○ ○
損害保険付保証明書、傷害保険付保内容証

明書の写しを確認した。

○ ○
受付に指定管理者名、市の連絡先を掲示、利

用料金表等への明記も確認できた。

○ ○

人権研修の研修資料にて従事者へ研修を行っ

ており、実際に取り組んだ事例として、車いす利

用者の駐車スペースの確保や施設利用時の配

慮がされていることを確認した。

○ ○

利用者のニーズを把握するために、アンケートを

実施し、施設運営への反映や、アンケート回答

者へのフィードバックなども適切に行われている。

○ ○ 各種報告書について、適切に提出されている。

○ ○

「設備点検年間スケジュール」にて一覧管理を

確認した。

月次報告でも確認。

○ ○
「各種施設 機器設備 備品等の故障に対す

る対応状況定期報告書」により確認した。

・募集要項10ページに記載している「環境への配慮」が適切に行われているか。 グリーン購入を努めている

・適切な保険に加入しているか。 損害・障害保険の加入

・指定管理者名と設置者としての市の連絡先を施設内に表示するとともに、利用料金

表等に明記しているか。
受付にて貼付済

・施設の設備、機器について適切に点検、管理が実施され、正しく報告が行われている

か。

設備点検年間スケジュールにて進捗管理

実施と月次にて報告済み

・修繕が必要な案件について、報告、対応が適切に行われているか。 報告・対応を行っている

・募集要項11ページに記載している障害者差別解消に関する取り組みが行われている

か。

人権研修の実施

車いす利用者の駐車場配慮

・利用者に対するアンケート等、利用者ニーズの情報取集を適切に行うとともに、その結

果を踏まえて改善に取り組んでいるか。

アンケートにてニーズの把握と改善の

実施

・事業報告書、日報・月報等を遅滞なく市に提出するとともに、業務の実施状況が適

切に報告されているか。
遅滞なく提出と報告の実施
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○ ○
自主事業に係る決裁や参加者の管理簿などを

確認した。

○ ○ 健康相談記録等を確認した。

○ ○

登録団体一覧表及び、新規や変更があった際

の提出書類にて適切に行われていることを確認

した。

○ ○

老人作業所の利用申請書、業務日誌を確認

した。

利用促進に向けて利用案内のチラシにて周知

を行っている。

○ ○
福祉バスの運行状況資料を確認。

月次でも報告を受けている。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

B

・自主事業等について適切に運営が行われているか。
年間予定表にて進捗管理と報告の

実施

・送迎・福祉バスについて適切に管理、報告がなされているか。 月次報告にて管理・報告実施

評価項目１⑶の評価基準

全ての項目が適切に実施されており、かつ、特に優れた点が見られる 全ての項目が○、かつ、特に優れた点が見られる

全ての項目が適切に実施されている 全ての項目が○

・利用者の相談記録等の適切な処理、管理が行われているか。 相談記録・健康記録にて管理

・高齢者団体の取扱いが適切に行われているか。 登録団体一覧表にて管理・報告

・老人作業所の管理、運営が適切に行われているか。 適切に行われている

一部改善は必要であるが、概ね適切に実施されている △が20％未満

改善を要する点が多数ある、又は不適切な点があり、直ちに改善を求める △が20％以上又は×が１個以上

評価項目1　業務の履行状況　⑶　募集要項・仕様書記載事項等に関する事項の評価（所管部署）
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⑷　改善指示等への対応状況

総合福祉センターで使用している還付金や使用料の入出金

が有る通帳は確認出来たが、指定管理料の入出金の口座

は確認出来なかった。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

A

指示を行った時期 内　容
指定管理者による一次評価 所管部署による二次評価

対応状況

令和　　年　　月

評価項目１⑷の評価基準

全ての内容について適切に対応されており、かつ、特に優れた対応が見られる

全ての内容について適切に対応されている

評価内容

令和　　5年　3月
令和5年度より、指定管理料の入出金を行う専用

口座を開設いたしました。

令和５年度より、指定管理料の入出金を行う口座を開

設していることを確認済み。

令和　　年　　月

一部対応が不十分な点又は改善を要する点が見られるが、概ね適切に対応されている

対応又は改善を要する点が多数ある、又は不適切な点があり、直ちに対応又は改善を求める

評価項目1　業務の履行状況　⑷　改善指示等への対応状況の評価（所管部署）
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▍２　業務の継続性・安定性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○

△

×

評価 評価 評価理由

○ ○
納税証明書及び実地調査にて応募資格に抵

触する事項はないことを確認できた。

○ ○

令和4年度については赤字となったが、物価上

昇による光熱水費の高騰などやむを得ない状況

もあり、指定管理団体としては、安定的な財務

状況である。

○ ○ 特にないことを確認した。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

A

不適正（不適切）である

評価ポイント
指定管理者による一次評価 所管部署による二次評価

評価理由

・応募の資格に抵触する事項はないか。 納税証明書にて確認済

評価ポイントごとの評価基準

適正（適切）である

一部改善は必要であるが、概ね適正（適切）である

継続的・安定的にサービスを提供できる状態である 全ての項目が○

一部改善は必要であるが、概ね継続的・安定的にサービスを提供できる状態である △が20％未満

改善を要する点が多数ある、又は不適正（不適切）な点があり、直ちに改善を求める △が20％以上又は×が１個以上

・施設の収支状況（自主事業の収支を含む）が安定しているか。（赤字の場合は、そ

の赤字分を継続的・安定的にカバーできる財務状況となっているか。）
収支状況は安定している

・その他、団体の経営に影響する要素はないか。 特に無し

評価項目２の評価基準

継続的・安定的にサービスを提供できる状態であり、かつ、特に優れた点が見られる 全ての項目が○、かつ、特に優れた点が見られる

評価項目２　業務の継続性・安定性の評価（所管部署）
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▍３　指定管理者による一次評価（総括）　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一次評価コメント

▍４　所管部署による二次評価（総括）　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　⑴　評価項目ごとの評価結果（再掲）

評価結果

⑴ A
⑵ C
⑶ B
⑷ A

A

募集要項・仕様書記載事項等に関する事項

改善指示等への対応状況

２　業務の継続性・安定性

・令和5年4月1日より、新たに指定管理料の入出金を行う専用口座を開設し、指定管理業務に係る経理については他の業務に係る経理と区分して経理いたしております。

　引き続き、効率的な予算執行を行います。

・今後の管理運営事業では、講座に関しては新たな題材を採用したり、既存の講座でも内容に手を加え展開してまいります。

　また、利用者さんの利便性の向上としてLINE公式アカウントを利用しタイムリーな情報提供が出来るように取り組んでまいります。

評価項目

１　業務の履行状況

選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）に関する事項

施設の管理運営に関する経費の収支状況（使用料の収入実績を含む）
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　⑵　二次評価コメント

▍５　添付資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆利用状況・収支状況

１　業務の履行状況

⑴　選定時の基準（確認事項）・事業計画の内容（目標）に関する事項について

・実地検査、資料確認より、選定時の基準、事業計画の内容に対して、計画どおり適正な管理運営を行っていると評価できる。特に自主事業について、仕様書に記載の開催回数以上を計画し、定期

開催の自主事業は年間予定にて概ね良好に開催されており、その他に世代間交流の市民講座や利用者からの要望のあった健康講座の実施も確認できた。

⑵　施設の管理運営に関する経費の収支状況（使用料の収入実績を含む）について

・実地検査、資料確認より、概ね適正であったが、口座管理については、総合福祉センターで使用している還付金や使用料などの入出金がある通帳のみ確認を行っており、指定管理料の入出金の口

座は確認できなかった。令和５年度より、指定管理料の入出金を行う口座を開設するよう指示を行い、専用口座の開設を確認した。

物価上昇による光熱水費、燃料費の高騰による影響を受け、収支が赤字となった。

⑶　募集要項・仕様書記載事項等に関する事項

・実地検査、資料確認より、概ね適正に実施されているが、口座管理については、総合福祉センターで使用している還付金や使用料などの入出金がある通帳のみ確認を行っており、指定管理料の入

出金の口座は確認できなかった。令和５年度より、指定管理料の入出金を行う口座を開設するよう指示を行い、専用口座の開設を確認した。

２　業務の継続性・安定性

・物価上昇による光熱水費、燃料費の高騰による影響を受け、収支が赤字となったが、貸借対照表や損益計算書を確認し、業務の継続性、安定性については、概ね適正であると評価できる。

年間を通して、概ね適正に施設の管理運営業務を行っていると評価できる。

令和４年度は、指定管理期間も３年目となり、新型コロナウイルス感染症等の影響があった状況から徐々に通常の管理運営に戻りつつあるが、今後も引き続き感染症対策や施設の管理運営業務が

適正に行われるよう、月次報告や定期モニタリング評価などを通じての確認や日々の連携を適切に行っていく。
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１．利用状況

項目

開館日 308 日 308 日 282 日 308 日 308 日

施設利用者数 130,694 人 117,532 人 46,552 人 75,160 人 97,839 人

施設稼働・利用率 50 ％ 45 ％ 25 ％ 37 ％ 47 ％

事業開催回数 155 回 141 回 73 回 189 回 159 回

事業参加者数 3,605 人 3,047 人 1,294 人 2,900 人 3,452 人

※現指定管理者による管理は令和２年度から

大広間 151 件 129 件 75      件 120       件 145     件

第１和室 245 件 213 件 62      件 155       件 242     件

第２和室 96 件 99 件 68      件 132       件 188     件

第３和室 81 件 54 件 25      件 27        件 85      件

第１会議室 202 件 199 件 116     件 189       件 291     件

第２会議室 389 件 344 件 180     件 271       件 324     件

第３会議室 415 件 385 件 246     件 335       件 400     件

第４会議室 341 件 321 件 125     件 261       件 283     件

第５会議室 291 件 306 件 138     件 237       件 303     件

調理室 94 件 86 件 45      件 61        件 99      件

講座室 230 件 200 件 176     件 197       件 258     件

茶室 56 件 54 件 9       件 29        件 55      件

体育室（フリー） 218 件 206 件 109     件 130       件 133     件

体育室（卓　球） 3,180 件 2,866 件 1,387   件 2,247     件 2,929   件

対局室 1,582 件 1,320 件 619     件 943       件 942     件

ビリヤード室 679 件 750 件 377     件 517       件 676     件

バンパー場 157 件 141 件 13      件 44        件 58      件

グラウンド 249 件 245 件 142     件 218       件 262     件

ロビー（ﾗｼﾞｵ体操） 303 件 280 件 81      件 253       件 303     件

浴室 616 件 566 件 322     件 516       件 606     件

足湯 616 件 566 件 322     件 516       件 606     件

機能回復訓練室 1,232 件 1,132 件 648     件 1,032     件 1,232   件

老人作業所 520 件 397 件 352 件 467 件 593 件

利用状況・収支状況

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

老人福祉センター

老人作業所



２．収支状況

歳入

項目

指定管理料

参加費収入

利用料収入

その他（水道光熱費負

担金収入）

小計　a

別掲として市への収入として

使用料

歳出

項目

人件費

委託費

諸謝金

光熱水費

　　　  内訳  　　電気 

　　　　　　　　　　ガス

　　　　　　　　　水道

燃料費

消耗器具備品費

保険料

福利厚生費

職員被服費

研修研究費

事務消耗品費

印刷製本費

車輌費

修繕費

通信運搬費

会議費

広告費

手数料

保険料

賃借料

租税公課

保守料

雑支出

支払利息支出

固定資産取得支出

小計  b

合計  a-b

単位：円

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

69,597,000 70,242,000 68,548,000 69,028,753 69,546,321

58,730 46,290 29,180 31,850 41,410

322,550 341,700 184,900 183,000 220,000

38,983 43,989 36,087 38,044 50,550

70,017,263 70,673,979 68,798,167 69,281,647 69,858,281

単位：円

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

単位：円

4,146,750 3,681,800 2,607,650 3,288,750 3,776,850

35,135,527 37,215,663 37,640,213 36,566,578 36,603,863

102,570 104,600 － － －

15,029,076 15,092,367 19,148,324 18,651,299 18,654,020

686,000 741,000 521,561 1,112,806 988,931

7,011,539 6,430,655 6,044,574 7,436,934

268,971 283,273 388,124 377,124 377,124

6,400 5,000 0 0 0

6,604 5,275 0 0 0

107,352 109,006 0 0 0

0 0 0 0 0

単位：円

7,587,771 6,712,856 0 594,624 -938,283

－ 158,000 － － －

62,429,492 63,961,123 68,798,167 68,687,023 70,796,564

8,779,048

5,561,345 5,062,933 5,234,314 5,856,177 7,276,219

152,203 146,448 99,392 139,037 172,463

1,297,991 1,221,274 710,868 1,441,720 1,330,366

1,536,159 1,313,638 851,070 1,391,700 1,775,400

1,222,885 1,075,857 647,581 317,938 787,286

99,300 106,680 105,942 134,252 113,030

168,196 170,516 － － －

0 45,700 － － －

24,300 0 0 0 0

66,779 46,027 1,191,670 363,095 316,281

84,548 0 156,970 265,760 335,500

91,494 83,277 310,146 327,893 338,792

492,761 653,299 1,200,893 1,226,310 1,240,705

260,041 287,992 568,946 480,094 445,444

15,490 21,298 22,153 35,240 41,140

13,500 12,000 0 0 0

0 0 0 0 0



自主事業における収支状況

歳入

項目

事業参加料

小計  C

歳出

項目

人件費

その他

小計  d

合計  C-d

322,550 341,700 184,900 183,000 220,000

単位：円

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

単位：円

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

322,550 341,700 184,900 183,000 220,000

0 0 0 0 0

322,550 341,700 184,900 183,000 220,000

322,550 341,700 184,900 183,000 220,000

0 0 0 0 0


